
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 大垣市立日新小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月９日（木） ～ 平成２６年１１月８日（土） 

 

実 施 概 要 

①生活科及び「かがやき(総合的な学習の時間)」における「ふれあい活動」 

  ・日新幼保園との交流（１年） ・地域の人々との交流（２年） ・大垣特別支援学

校との交流（３年生） ・社会福祉施設訪問【友和苑】（４年生） ・社会福祉施設訪

問【サットヴァの園】（５年） ・社会福祉施設訪問【くすのき苑】（６年） 

②授業参観（祖父母・ファミリー参観） 

・授業参観（１～６年） 

③ さわやか一輪車交流大会 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   のべ ２８０ 人 
計   ３２０ 人 

地域関係者       ４０ 人 

 

実 施 状 況 
① ① 生活科及び「かがやき(総合的な学習の時間))における「ふれあい活動」につい   

ては、次のように実施した。１年生は生活科「あきとあそぼう」を、２年生は生

活科「町たんけん」を、３年生は「特別支援学校との交流」を、４年生は「お年

寄りのことをもっと知ろう」を、５年生は「いろいろな人とともに生きる」を、

６年生は「福祉の大切さを実感しよう」といったテーマにもとづいて、子どもた

ちは主体的に計画したり、活動したりすることができた。 

② ② １０月９日（木）は、祖父母・ファミリーの授業参観、保護者を含めた地域の方

から話を聞き、ふれあいをもつ内容で行った。また、学校評議員の方にご覧いた

だきご意見をいただいた。 

③ ③１１月８日(土)、西濃地域９小学校、約２５０人の児童の参加を得て、浅中陸上

競技場で多くの来賓、地域の方々の協力により開催した。 

 

成果及び課題 

学校の教育目標「たくましく さわやかな 日新の子」の具現の場と捉え、地

域にある大垣特別支援学校や社会福祉施設との交流活動を継続的に実施して

きた。この活動を通して、共に生きる心が培われ、相手のことを考えた行動が

できるようになってきた。地域や社会福祉施設との交流などから学んだこと

を、学校教育の中でさらに生かしてほしいとの意見をいただいている。さらに、

「かがやき（総合的な学習の時間）」の活動や道徳との関連も図り、「共に生

きる」心と態度の具現に努める。永年本校恒例の行事の一つになっている『一

輪車大会』は、21回をむかえ地域をはじめとする多くの方々のご支援・ご協力

により、本年度も実施することができた。本校児童の励みとなっている。 

 


